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圏」 とい う構想を打出し 「住民生活の都市化 と





～1.5時 間,人 口15万 人以上,中 心部施設とし
て総合病院 ・各種学校 ・中央市場等をもっ圏域
範囲を意味し,さ らにその下位生活圏として,
基礎集落圏(半 径1～2㎞),鎚 次生活圏(半 径









備事業は道路のほか,公 園,下 水道,住 宅 ・宅




これに対 し45年から発足 した自治省の 「広域





れており,そ の速やかな整備 と均衡化が要請 さ
hれている……,亠 方,交 通通信手段の発達に伴
い,住 民の日常生活圏域は漸次広域化し,都 市









































聞してい るが,結 局,自 治省の広域市町村圏計
画の実施が10年 近い実績をもってお り,他 の2
つの開発計画の受け皿になったようである。タ




チ ックな変化が 存在したことはい うまで もな
い。その主 なる点を列挙すると次のごとくであ
ろう。


















⑤ 全国の国土一とくに自然環境(緑 ・水 ・空
































り,行 政 と住民 との距離が大 きくなり,行 政
機関は住民にとって親しみに くい ものとなっ
ナこ経緯がある。したがって広域行政の推進は
一応 合理的 ・効率的 なものと観念 されつつ
も,他 方では住民にとって行政がますます遠





づくりミや ミまちつ く弧 が進展 されなけれ
ばならない。まして三全総による定住圏構想
の受け皿 としての広域行政 とい うことになれ




















匹敵する二つの市を もつ,い わゆる二眼 レフ
構造の広域圏だ,乏 い うことである(複 眼レ





目し,そ の勢力測定の指標を,都 市社会学 そ
の他の研究業績や住民意識の調査を通じて確
定する作業を進めたい。









や発掘 もまた本調査のね らいの1つ である。
このことは中央に対する地方の復権一地方の
時代 といわれるRegionalismの 思想 とも深い
関係を もっている。
⑤ 高度経済成長 は 人間の 社会環境 のみなら




























協議会は各 自治体から担当者 が 集って年に
数回会合 し,道 路整備,し 尿 ・ゴミ処理場の設
置,広 域消防団組織等に若干の実績をあげなが
















検討 し,ア ンケー ト作成にかな りのエネルギー
を費した。八 日市 ・八幡 の両市 の伝統的市街
地,新 興住宅地,農 村地域か ら,ま た日野町の
伝統的市街地 と農村地域か ら,蒲 生町の農村地
域か ら,1,000名 のサンプルを抽出し,院 生を中
心 とする学生30名 による面接調査を実施 し(9
月上旬),後 記のごとき結果を得た。







その..,い わゆる2眼 レフ構造を もつ広域圏
行政のあり方を考察する。
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